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第1P，東海大学付属相模（以下，東海相模）は，ハーフコートマンツーマンディフェンス，柏市立柏（以下，市立柏）は2－3ゾーンとマンツーマン
のチェンジングディフェンスでスタートする。東海相模もオールコートから2－2－1ゾーンディフェンスを仕掛けてリズムを掴みにかかる。序盤，
市立柏のアウトサイドシュートが決まり始め徐々に流れを掴む。20－10で市立柏リード。
第2P，市立柏はハーフコートマンツーマンディフェンスでスタートすると④大崎が立て続けにジャンプシュートを決めてリードを広げる。東海相模
は2－2－1ゾーンデイフェンスで，市立柏のターンオーバーを誘いリズムを崩しにかかる。ターンオーバーを嫌った市立柏は残り6分（25－16）
でタイムアウトをとる。その後，東海相模は⑦田代の3ｐで追い上げるも，市立柏は④大崎の3ｐや⑧會田の速攻などで突き放す。残り2分，東
海相模はタイムアウトをとり追い上げを図る。しかし，本日絶好調の市立柏④大崎がこのゲーム６本目の3ｐを決め，42－25で市立柏がリード
を広げる。
第3P，東海相模はハーフコートマンツーマンで流れを変えようとする。しかし，市立柏は慌てずにセットオフェンスを展開する。残り7分，54－27
と点差が開いて東海相模はタイムアウトを取る。しかしその後も市立柏の合わせのプレイが次々決まり一気に市立柏に流れが傾く。東海相模
も④中山のミドルシュートや⑦田代のタップシュートで反撃するものの逆に市立柏がリードを広げて70－42で第3P終了。
第4P，何とか追い上げたい東海相模は⑦杉山が3ｐや速攻で奮闘する。しかし，市立柏は④大崎や⑧會田を中心に攻撃の手を緩めない。そ
の後も市立柏は安定したゲーム運びでリードを広げる。結局94－52の大差で市立柏が勝利した。
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